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研究成果の概要（和文）：

小・中学校教師におけるバーンアウト尺度の因子構造については、小学校、中学校ともに3

因子構造が適切ではないかという結果がみられた。小学校、中学校の教諭においては、個人的

達成感の後退が著しく進んでおり、脱人格化得点もやや高いという結果が得られた。学校現場に

おいてメンタルヘルスの悪化は深刻だといえるだろう。その中でも小学校よりも中学の教諭の方

がバーンアウト得点は高いという結果がみられた。また教職経験年数により、バーンアウトの進

行が異なるという可能性が示唆された。若手教師は情緒的消耗感から進行し、脱人格化、個人的

達成感の後退というプロセスを進むという結果が示された。中堅以降の教師は個人的達成感の後

退がバーンアウトプロセスの始発点になり、脱人格化、情緒的消耗感と進むという結果が示された。

バーンアウトの予防を考える際には教職経験年数を考慮に入れたモデルを考える必要があるといえる。

バーンアウト予防の介入のためには、教職経験年数に応じて、教師自身が多忙な中で自分自身

の状態をチェックし、どう対応したらよいか振り返ることが必要ではないかと考えられる。バ

ーンアウト低減のためにパソコン上で簡単にチェックでき、結果を振り返ることができる予備

的プログラムを作成した。本研究は小・中学校のバーンアウト尺度の因子構造を明らかにし、

教師におけるバーンアウトのプロセスを明らかにしたという点が画期的である。さらにバーン

アウト予防の介入のために、予備的プログラムを作成したことから、今後バーンアウトのプロ

セスモデルを精緻化していくことによって、バーンアウトの予防が可能になると言える。

研究成果の概要（英文）：
About the factor structure of the burnout measure in an elementary-and-junior-h

igh-schools teacher, the result whether 3 factor structures were suitable for an
elementary school and a junior high school was seen. It could be said that aggra
vation of mental health is serious at the school spot. Moreover, it was shown b
y the difference in teaching profession years of experience that advance of a bur
nout differs. For burnout prevention, it is thought that it is necessity that a
teacher checks and looks back upon his own state. Then, the preliminary program
which can be easily checked on a personal computer was created.
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１．研究開始当初の背景

(1)教師の精神的健康の悪化

不登校をはじめ、いじめ、暴力行為、

虐待、非行、発達障害や病理的な問題

など、学校現場における問題行動は近

年、益々多岐にわたり、様々な外部機

関との連携が求められ、教師は学校内、

学校外を問わず、かけずり回っている

というのが現状だといえる。そのよう

な中、教師の病気休職者数は増加の一

途をたどり、病気休職者数における精

神疾患における休職者は、平成18年度

には4,178人となり、過去最大の人数と

なっている。病気休職者の６割近くが

精神疾患による休職者数になっており、

教師の精神的健康改善は早急に対応す

るべき問題であると言えるだろう。

(2)バーンアウト傾向に関する研究の重

要性

教師の精神的健康については、バー

ンアウト傾向に関する研究があげられ

る。これは、燃え尽き症候群とよばれ

るもので、エンジンのモーターが焼き

切れたように、突然働けなくなること

を指している。教育の困難性が叫ばれ

ている昨今、教師のバーンアウトが多

発していくことは、社会全体を支える

骨格を揺るがしかねない問題であり、

看過することなく緊急の課題として考

えていくべき時期に立ち至っていると

言えるであろう。

(3)バーンアウト傾向に関する研究

(a）バーンアウト尺度及びバーンアウ

トのプロセスに関する研究

教師のバーンアウト傾向を測定する

尺度として、様々な尺度が用いられ、

理論化が行われているが、多くの研究

において用いられているのはマスラッ

ク・バーンアウト尺度である。この尺

度は、「情緒的消耗感」、「個人的達成感」、

「脱人格化」という3因子の尺度である

が、国内の教師を対象とした研究では、

このような3因子構造は指摘されておら

ず、抽出される因子に不安定さがみら

れる。勝倉(1996)、伊藤(2000)におい

ては、小・中学校教師を対象に調査を

行った結果、2因子構造が採用されてい

る。これらの研究は、いずれも小・中

学校教師を対象に調査したものであり、

中学校教師のみを対象とした五十嵐(20

01)や筆者らの研究(宮下,2007b)におい

ては「脱人格化」因子が抽出され、3因

子が得られている。わが国の教師を対

象にしたバーンアウト研究自体が、他

の対人援助職（医師、看護士など）に

比べれば極端に少ないことは事実であ

り、バーンアウトの因子構造について

も一貫した結果が得られていないと言

わざるを得ない。小、中学校それぞれ

の校種における、バーンアウト尺度の

再検討を行う必要があるだろう。

さらに、バーンアウトのプロセスを

明らかにする一連の研究がみられる。

バーンアウト尺度の3因子を用いた研究

においては、情緒的消耗感→脱人格化

→個人的達成感の後退と進行するLeite

r & Maslach のモデルと、脱人格化→

個人的達成感の後退→情緒的消耗感と

進行するGolembiewskiのモデルがあげ

られる。荻野(2004)は看護職における

モデルを検討し、Leiter & Maslachの

モデルの方が、より適切であるとして

いる。教師におけるプロセスモデルの

検討は、研究分担者である森(2007)が



中学校教師を対象に研究をおこなって

いるが、まだまだ少ないのが現状であ

る。森(2007)の研究の結果もLeiter &

Maslachのモデルを支持しているが、横

断的研究であり、プロセスを検討する

上で、縦断的研究を行う必要があると

いえる。バーンアウトに陥る前に歯止

めをかけるためにも、バーンアウトの

プロセスについて縦断的研究を行う必

要があるだろう。そしてバーンアウト

のプロセスモデルを明らかにすること

により、バーンアウトの予防に向けて

の知見を得ることができるといえるだ

ろう。

２．研究の目的

本研究においては、まず小、中学校

それぞれにおけるバーンアウト尺度の

因子構造について明らかする。小学校、

中学校それぞれにおいて、バーンアウ

ト尺度の3因子が見出されるかどうかに

ついて検討を行う。さらに、本研究で

はバーンアウトのプロセスについて、

縦断的研究を行い、バーンアウトがど

のように進行するのかを検討し、バー

ンアウト予防についてのモデルの検討

を行う。

３．研究の方法

バーンアウト尺度の因子構造の検討

については、小学校、中学校それぞれ

の教師において、調査を行い、バーン

アウト尺度の3因子が見出されるか、因

子分析を行って検討する。

バーンアウトのプロセスについては、

小学校、中学校の教師において、年間3

回調査を行い、縦断的調査を行うこと

とする。その際、ストレッサーや精神

的健康度なども調査し、バーンアウト

のプロセスの検討を行い、さらには予

防についてのモデルを構築する。

４．研究成果

まず、バーンアウト尺度の因子構造

の検討ですが、540名の小学校教師から

得られた回答を元に、バーンアウト尺

度の因子的妥当性を検討したところ、

「情緒的消耗感」、「個人的達成感の後

退」、「脱人格化」の3因子モデルがもっ

とも高い適合度を示した。小学校教師

におけるバーンアウトは3つの因子で説

明することが適切であることが示唆さ

れた。また、3つの異なる地域の中学校

教師1、313名を対象に調査を実施し、

バーンアウト尺度と短期的ストレス指

標であるSRS-18に回答を求めた。その

結果、確認的因子分析及びSRS-18との

関連から、中学校教師のバーンアウト

状態は、情緒的消耗感、脱人格化、個

人的達成感の後退の3因子から捉えるこ

とが最も適切であることが確認された。

このように、小・中学校教師における

バーンアウト尺度の因子構造について

は、小学校、中学校ともに3因子構造が

適切ではないかという結果がみられた。

次に、バーンアウトのプロセスにつ

いては、小学校、中学校教師において

年間3回調査を行い、同一調査協力者に

おける推移を検討した。小・中学校の

校長会において研究の趣旨と目的を説

明し理解と協力を得るなど、調査・回

収方法を工夫し、調査対象者を幅広く

求めた。その結果、A市内に勤務する教

師の8割～9割から回答を得ることがで

きた。その際、データの秘匿性につい

ては充分配慮を行った。バーンアウト

得点を調べた結果、小学校、中学校の

教諭においては、個人的達成感の後退

が著しく進んでおり、脱人格化得点も

やや高いという結果が得られた。学校

現場においてメンタルヘルスの悪化は

深刻だといえるだろう。その中でも小

学校よりも中学校の教諭の方がバーン



アウト得点は高いという結果がみられ

た。バーンアウトのプロセスモデルと

しては、管理職のバーンアウト得点は教諭

職の結果よりも低く、メンタルヘルスは保た

れており、教師のサポート源となりうること

が示された。また教職経験年数により、

バーンアウトの進行が異なるという可

能性が示唆された。若手教師は情緒的

消耗感から進行し、脱人格化、個人的

達成感の後退というプロセスを進むと

いう結果が示された。中堅以降の教師

は個人的達成感の後退がバーンアウト

プロセスの始発点になり、脱人格化、

情緒的消耗感と進むという結果が示さ

れた。バーンアウトの予防を考える際

には教職経験年数を考慮に入れたモデ

ルを考える必要があるといえる。上記

調査研究の結果から、バーンアウト予

防の介入のためには、教職経験年数に

応じて、教師自身が多忙な中で自分自

身の状態をチェックし、どう対応した

らよいか振り返ることが必要ではない

かと考えられる。そこで、バーンアウ

ト低減のためにパソコン上で簡単にチ

ェックでき、結果を振り返ることがで

きる予備的プログラムを作成した。
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